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新中期経営計画（2022 年～ 2025 年）の策定について 

 

 当社は、本日開催された取締役会において、「中期経営計画（2022～2025）」を決議いたしましたの

で、お知らせいたします。 

 

国内経済におきましては、２年余り続く新型コロナウイルス感染症の流行が社会全体で進む変化の流

れをより一層加速させています。 

我々建設業を取り巻く事業環境は、東京オリンピック・パラリンピックに向けた建設ラッシュピーク

時の資材高騰や人手不足が落ち着き、次なる民間投資の波が期待されたのも束の間、コロナ禍により建

設市場の潮目が変わり、不透明な状態が続いています。飲食業界や観光業界の設備投資需要はコロナ禍

収束後の回復次第となり、リモートワークの普及はオフィスビルをはじめとする大都市の景色をも変え

つつあります。また、コロナ禍によりグローバルな生産体制や輸送にも制限がかかり、木材高騰にはじ

まり、住宅設備機器等の調達が困難な状態が続いています。更には、建設労働人口の高齢化、担い手不

足といった本質的な課題も未だ解決に至っておりません。以上のように目の前の混迷がつづく建設業界

ですが、国土強靭化対策やデジタル化によるモノの流れの変革、脱炭素社会に向けた国際基準の見直し

等、中長期的には建設業を成長に導く要因も少なくありません。 

 

このような状況下で、当社は、２０１６年２月に公表した１０年ビジョン「長期ビジョン２０２５（１

００年の歴史の伝承と次の１００年に向けた挑戦）」のフェーズ２となる３か年計画を終了し、１２０

周年を迎える本年より最終フェーズとなる新中期経営計画（2022 年～2025 年）をスタートさせます。 

“強い連結経営で地方ゼネコンの枠を超えた全国展開”をキーワードとして進めた６年間は、２０１

５年連結売上高１，５４０億円、単体売上高９６４億円を緩やかながらも拡大させるために、全国規模

となる土木、建築、舗装、維持更新やリニューアル等の工事実績を着実に積み上げ、営業利益も順調に

推移させる等、「量」の獲得に努めてまいりました。しかしながら、その傍ら社会的ニーズに即応した

提案力や技術力の成長、技術の伝承や働き方改革による次世代づくりといった内面的な「質」の向上に

は大きく課題を残しました。 

そこで、新中期経営計画（2022 年～2025 年）では「地域に根差し、地域を超えてマルチ・ステーク

ホルダーとの強い絆を築く」をスローガンとし、「量」の源泉となる主要事業の安定・強化を図りつつ

も、長期ビジョン２０２５年の先を見据え、めまぐるしい社会の変化に柔軟に対応するための「質」の

向上にも力を注ぎ、マルチ・ステークホルダーとの関係性を一層強化することをテーマと致しました。 

 

本計画の達成に向け、グループ企業と一丸となり努めていく所存でございますので、株主様をはじめ

ステークホルダーの皆様におかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

以 上 
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Ⅰ. 中期経営計画2025策定にあたって

㈱福田組は、1902年に創業以来、
120年という⻑い歴史において、建設
業に求められるものは刻一刻と変化す
る中、時代の流れや変化を⾒つめ、常
に社会に求められるものを形にして参
りました。

当社は、新潟県の建設業における
リーディングカンパニーとして、地元
新潟から大都市圏へと事業規模を拡大
しながら、技術⼒を磨き、FUKUDAス
ピリットである「誠実」の精神のも
と、様々な困難にも真摯に向き合い、
我が国の発展に尽⼒して参りました。

これまで培ってきた、120年の歴史
から、更なる持続的な成⻑を遂げてい
くために、次期中期経営計画2025を

次のステップに向けた『変革期間』
と位置付け、柔軟に思考を変化さ
せ、安定した経営基盤をより強固に
します。

地域に根差したサステナブルな成
⻑を実現し、『100年先も誠実』で
あり続けるために、お客様の満足の
実現と更なる企業価値の向上に取組
んで参ります。

© 2022 Fukuda Corporation.
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Ⅱ. 当社が目指すべきもの

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・フクダグループの誠実とは、かげがえのない人を愛するように、誠心誠意尽くすことである
・誠実を貫き、⼤切な人たちとのとの強いきずなをつくりあげ、そのいのちと暮らしを守る
・我々はグループの総⼒を結集し、この使命を果たし、100年先もつなげていく

10年後のあるべき姿として、継続的かつ安定的な成⻑のために
主に「強い連結経営で地方ゼネコンの枠を超えた全国展開」を目指します

10年後のあるべき姿の実現に向け、
3ヵ年毎の中期経営計画を策定し実⾏、
今回の中計は最終ステージで⻑期ビジョンの仕上げへ

© 2022 Fukuda Corporation.

⻑期ビジョン2025
（2016〜2025）

2016年2月公表

グループスピリット

中 期 経 営 計 画
●Phase3 2022〜2025

Phase2 2019〜2021
（2019年2月公表）

Phase1 2016〜2018
（2016年2月公表）



● コロナ禍や競争環境が激化する逆風下においても、営業利益は目標達成
● 関東、⻄⽇本、九州地区での大型建設案件の受注増
● グループ子会社の安定した業績の推移
● ⾃⼰資本⼒の向上と安定的な株主還元の維持
● 働き方改革による、休暇取得と時間外労働の削減に向けた施策の始動

● 建設投資の減少や競争激化の中でも、安定した受注量の確保
● 労働安全や施工品質の向上
● 建設離れによる採⽤減と⼈財育成の遅れ
● 更なるグループシナジーの発揮
● 付加価値向上のための協⼒会社との強固な関係の構築

© 2022 Fukuda Corporation. 4
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Ⅲ．前中期経営計画2021の振り返り （1/3）

成 果成 果

課 題課 題



Ⅲ．前中期経営計画2021の振り返り
● 業績目標と達成状況

項 目 2021年12月期
中期経営計画

2021年12月期
実 績 達成状況

売上高 1,890億円 1,798億円 ▲92億円

福田組単体 1,235億円 1,131億円 ▲104億円

(建築・土木) (1,200億円) (1,104億円) (▲96億円)

(開発事業) (35億円) (26億円) (▲8億円)

グループ会社 655億円 667億円 ＋12億円

営業利益 79億円 88億円 ＋9億円

福田組単体 58億円 58億円 ±0億円

(建築・土木) (95億円) (92億円) (▲3億円)

(開発事業) (8億円) (6億円) (▲2億円)

(販管費) (▲45億円) (▲40億円) (▲5億円)

グループ会社 21億円 30億円 ＋9億円

● コロナ禍・競争環境激化で、売上⾼未達だが、コスト低減により営業利益は達成（目標79億円→実績88億円）

●売上⾼の推移

●営業利益の推移

5© 2022 Fukuda Corporation.
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1,739億円

1,821億円
1,858億円

1,798億円

2018年 2019年 2020年 2021年

81億円 81億円
89億円 88億円

2018年 2019年 2020年 2021年

▶ 売 上 ⾼ ︓採算性と事業規模拡大を狙い大型工事の受注獲得も、コロナ禍やオリンピック後の競争激化で未達
▶ 営業利益︓採算性を重視した受注と原価管理によるコスト低減に努め、目標は達成



Ⅲ．前中期経営計画2021の振り返り
● 経営数値目標と達成状況

項目 2021年12月期
中期経営計画

2021年12月期
実 績 達成状況

⾃⼰資本⽐率 50％以上 57.9％ ＋7.9%

有利子負債残⾼ 20億円程度 10億円 ▲10億円

純資産配当率 1.6％程度 1.5％ ▲0.1%

配当性向 20.0％ 18.9％ ▲1.1％

▶ コロナ禍で収益性強化に努めた結果、安定した利益計上を背景に、⾃⼰資本⽐率50％以上に
▶ 今後は、健全な財務体質を維持しつつ、持続的な成⻑のための投資と適正⽔準での分配が検討課題

●⾃⼰資本⽐率の推移

●純資産配当率・配当性向の推移●有利子負債残⾼の推移

6© 2022 Fukuda Corporation.
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49.8％ 48.4％
51.4％

57.9％

2018年 2019年 2020年 2021年

36億円

81億円

61億円

10億円

2018年 2019年 2020年 2021年

1.6％

1.5％

1.4％

1.5％

17.2% 17.8%
15.9%

18.9%

2018年 2019年 2020年 2021年

純資産配当率 配当性向

● コロナ禍で、バランスシート・マネジメントに注⼒し、有利子負債は抑制



© 2022 Fukuda Corporation. 7

Ⅳ．外部環境認識

環境

•地球温暖化の進行

•自然災害の増加

•脱炭素への移行

•循環型社会の形成へ

社会

•少子・高齢化による人口減少

•建設業における担い手不足

•ダイバーシティの実現

•加速度的にデジタル社会へ移
行

新型コロナウイルス

•世界的に変異株の感染が急
速に拡大

•パンデミックによる経済活動
の混乱継続

•回復傾向であった国内の経済
動向も先行きは不透明に

環境

•地球温暖化の進行

•自然災害の増加

•脱炭素への移行

•循環型社会の形成へ

社会

•少子・高齢化による人口減少

•建設業における担い手不足

•ダイバーシティの実現

•加速度的にデジタル社会へ移
行

新型コロナウイルス

•世界的に変異株の感染が急
速に拡大

•パンデミックによる経済活動
の混乱継続

•回復傾向であった国内の経済
動向も先行きは不透明に

建設業界の変化と当社に求められる力

▶ 公共投資：国土強靭化やグリーン社会の加速化により投資堅調も、発注形態や応札条件は年々変化

民間投資：循環型社会やデジタル化に関連する投資はより範囲を広げ長期的に拡大

⇒新しい分野からの様々なニーズに対応するための提案力・技術力

▶建設市場：日本経済の先行きが不透明の中、受注競争は激化

⇒厳しい競争を勝ち抜くための営業力とコスト競争力

⇒新潟県内外にとらわれず既存事業エリアの深耕による安定受注

▶慢性的な人手不足対策として人的資本戦略の見直し、生産性の向上、外国人労働者確保等が加速化

⇒2024年4月：建設業に労働時間の上限規制適用、『100年先も誠実』である人財の確保と育成が急務

建設業界の変化と当社に求められる力

▶ 公共投資：国土強靭化やグリーン社会の加速化により投資堅調も、発注形態や応札条件は年々変化

民間投資：循環型社会やデジタル化に関連する投資はより範囲を広げ長期的に拡大

⇒新しい分野からの様々なニーズに対応するための提案力・技術力

▶建設市場：日本経済の先行きが不透明の中、受注競争は激化

⇒厳しい競争を勝ち抜くための営業力とコスト競争力

⇒新潟県内外にとらわれず既存事業エリアの深耕による安定受注

▶慢性的な人手不足対策として人的資本戦略の見直し、生産性の向上、外国人労働者確保等が加速化

⇒2024年4月：建設業に労働時間の上限規制適用、『100年先も誠実』である人財の確保と育成が急務

● 短期的には厳しいが、中⻑期的にはビジネスチャンスがある



8

Ⅴ．中期経営計画2025︓現⻑期ビジョンの集⼤成と次期ビジョンへの起点

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

● 当 社 の 目 指 す べ き 姿

前 中計2018 phase1

・業績回復
・受注取り込み
・財務基盤の安定化

© 2022 Fukuda Corporation.

前 中計2021 phase2

・事業のポートフォリオ変革
・新たな収益基盤
・⼈材の確保・多様化

中計2025 最終phase
次の100年での

持続的成⻑を⾒据え
企業の『質』の充実

を目指す

⻑期ビジョン2025 『100年の歴史の伝承と次の100年に向けた挑戦
(2016年2⽉公表）

強い連結経営で
地方ゼネコンの枠を超えた全国展開

全てのステークホルダーと
WIN・WINの関係を構築

品質と安全で
顧客満足の創造

⾼い技術⼒・⾼い提案⼒
のある企業集団

優秀な⼈材の確保と活躍
できる環境の整備

収益性指標︓ROE 安定的に8％程度
株 主 還 元︓純資産配当率2.0％又は配当性向20％を目安に

2026・・・・2030・・・・

2030年及び
その先の
更なる⾶躍へ

次期⻑期
ビジョンへ
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Ⅵ. 中期経営計画2025策定の考え方︓ 「量」と「質」のバランス

「100年先も誠実」

●「量」と「質」のバランスをとり、企業価値を向上させる

少子⾼齢化・⼈⼝縮⼩により国内建設市場の量的縮⼩は不可避だが
市場規模動向に左右されないサステナブルな成⻑へ

量

利益

売上⾼

受注量 ⾼付加価値

ブランド

⼈財

質質

⾼付加価値

⼈財
ブランド

量

利益

売上⾼

受注量

© 2022 Fukuda Corporation.



Ⅶ-1．中期経営計画2025 基本方針

10© 2022 Fukuda Corporation.

● 前中計の継続課題と外部環境の変化を踏まえ、5つの基本方針を策定し、持続可能なFUKUDAへ

前
中
計
の
継
続
課
題
＋
外
部
環
境
の
変
化

前
中
計
の
継
続
課
題
＋
外
部
環
境
の
変
化

基本方針
主要事業（建設・不動産）の進化と深化

〜再強化と可能性の追求〜
主要事業（建設・不動産）の進化と深化

〜再強化と可能性の追求〜

フクダグループによる誠実ブランドの確⽴
〜信頼による営業⼒の強化〜

フクダグループによる誠実ブランドの確⽴
〜信頼による営業⼒の強化〜

安全と品質の強化と徹底安全と品質の強化と徹底

企業価値向上のためのESG経営企業価値向上のためのESG経営

⼈財の充実と成⻑
〜組織を⽀える多様な基盤の整備〜

⼈財の充実と成⻑
〜組織を⽀える多様な基盤の整備〜

1.

2.

3.

4.

5.



Ⅶ-2．業績目標

項目 2021年12月期
実績

2022年12月期
計画

2025年12月期
計画

売上⾼ 1,798億円 1,550億円 1,850億円

営業利益 88億円 62億円 84億円

売上⾼営業利益率 4.9％ 4.0％ 4.5％

11© 2022 Fukuda Corporation.

⻑期ビジョン2025

0

500

1,000

1,500

2,000

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2025

売上高の推移

前中期経営計画 中期経営計画

1,550億円
1,850
億円

（億円）

⻑期ビジョン2025

0%

1%

2%

3%

4%

5%

6%
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120

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2025

営業利益・売上高営業利益率の推移

中期経営計画前中期経営計画

62億円

84
億円

（億円）

4.0%
4.5％

▶ 2021年度のコロナ禍の影響による受注量の減少を受け、2022年度は厳しい経営環境下でスタートする
ものの、 『質』の充実に投資を⾏いながら、着実な成⻑を目指す

● 2025年12月期は、売上⾼1,850億円、営業利益84億円、営業利益率4.5％を必達ラインとする
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Ⅶ-3．経営数値目標

項目 2021年12月期
実績

2025年12月期
計画

⾃⼰資本⽐率 57.9% 50.0％

ROE 8.0% 8.0％程度

配当性向 18.9% 20.0％以上

● 企業価値の向上に向けて、積極的な成⻑
投資や財務体質の強化を図るとともに、
継続的、且つ、安定配当を基本方針と
する

● 株主還元策の積極化を目指す

株主還元方針株主還元方針

30%

40%

50%

60%

300

400

500

600

700

800

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2025

純資産 ⾃⼰資本⽐率

中期経営計画前中期経営計画

（億円）
純資産・⾃⼰資本⽐率の推移

⻑期ビジョン2025

18円

100円
110円 110円 110円 130円

0%

10%

20%

30%

0

30

60

90

120

150

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2025

1株当たり配当⾦ 配当性向

前中期経営計画 中期経営計画

配当⾦・配当性向の推移

⻑期ビジョン2025

（円）
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Ⅶ-4．投資計画

DX関連7億円

環境関連投資、BCP投資等42億円

⼈財関連8億円

総投資額75億円

● 次の100年での持続的成⻑を⾒据え、4年間で75億円規模を投資し、『質』の充実を図る
● 資本コストを意識した資⾦の活⽤を検討していく

生産性向上・研究開発18億円
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Ⅶ-5．基本方針1 －主要事業（建設・不動産）の進化と深化－

▶ 大型物流施設や商業施設への営業⼒の強化

▶ ⺠間土木の開拓と営業の強化

▶ 関東、⻄⽇本エリアにおける不動産開発事業の取組みの拡大と促進

▶ 再生可能エネルギー、リニューアル周辺事業への取組みの強化

▶ コストと生産性を意識した事業プロセスの⾒直し

▶ デジタルプラットフォームの活⽤による主要事業（建設・不動産）の成⻑

主要事業（建設・不動産）における
環境の変化に、柔軟に対応できる企
業へ進化

進
化

主要事業（建設・不動産）の⾒直し
と深堀を⾏い、強固な事業基盤を構
築

深
化

● 主要事業（建設・不動産）を根本的に⾒直し、『進化と深化』させることにより経営基盤の
強化を⾏う
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Ⅶ-6．基本方針2 －フクダグループによる誠実ブランドの確⽴－

▶ サステナブル成⻑への課題の克服

▶ 不動産企画提案を通じたグループシナジーの活⽤

▶ 経営理念を体現する⼈財の発掘・育成

▶ グループ間での積極的な⼈財交流による組織⼒の強化

▶ 協⼒会社との強固なパートナーシップの構築による付加価値の向上

● マルチ・ステークホルダーと『100年先も誠実』に向き合い、
質の⾼いサービスを提供し、企業価値の向上とシナジー効果による成⻑を促す
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Ⅶ-7．基本方針3・4 －安全と品質の強化と徹底、人財の充実と成⻑－

▶ 労働安全、施工品質向上に向けた体制の強化

▶ 安全最優先の企業風土の徹底

▶ 担い手確保と育成のための積極的投資

▶ ⼈財の心と体を守る健康経営

▶ ダイバーシティ実現に向けた制度の充実

▶ 働きがいを持てる⼈事制度の構築

● 安全・安心最優先で「信頼されるFUKUDA」として、マルチ・ステークホルダーとの更な
る信頼を築く

安全と品質の強化と徹底安全と品質の強化と徹底

⼈財の充実と成⻑⼈財の充実と成⻑

● ⼈的資本の形成と活⽤を目指し、多様な⼈財の確保と社員一⼈ひとりの成⻑を促す
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Ⅶ-8．基本方針5 －企業価値向上のためのESG経営－

ESG マテリアリティ
（重要課題） 取組内容 貢献するSDGs

E
（環境）

脱炭素社会への貢献 TCFD提言に基づく開示とシナリオ分析
事業活動におけるCO₂排出量の削減

再生可能エネルギーへの貢献 再生可能エネルギー事業の周辺施工の促進

S
（社会）

働きがいの向上 働き方改革の推進
４週８閉所の実現

ダイバーシティの推進 ⼥性活躍に向けた職場環境の推進
⼥性・中途採⽤キャリアパスの創設と運⽤

G
（統治）

コンプライアンスの徹底 コンプライアンスに対する社員意識の向上
重大法令違反ゼロ

リスクマネジメントの強化 事業継続計画（BCP）の整備と充実

●「100年先も誠実」を貫く企業として、社会課題に向き合い、マルチ・ステークホルダーと
の信頼を築いていくために、ESG経営による企業価値の向上を図るとともに、SDGsの達成
にも貢献する



Ⅶ-9．中期経営計画2025 スローガン

社会環境の変化を成⻑のエネルギーとし、真の課題に対
し丁寧に向き合い、解決に向けて全⼒で取り組む。
柔軟な思考の変化による挑戦と、安定した経営基盤をよ
り効率化・強固にして取組む挑戦を同時に⾏い、持ち前
の誠実さで、顧客・社員・株主・地域社会・協⼒企業に
とって欠かせないパートナーを目指す。
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地域に根差し、地域を超えて
マルチ・ステークホルダーとの

強い絆を築く
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ＦＵＫＵＤＡ ＧＲＥＥＮ 自然環境への配慮

ＦＵＫＵＤＡ ＢＬＵＥ より良い社会環境の創造

ＦＵＫＵＤＡ RED 人間と感動の象徴

さらに、形状の変化によって、
次のような意識を表現しています。

横への広がり「あらたな事業活動への挑戦
上方へ「飛躍」
真円から楕円へ「たゆまぬ自己改革」

シンボルマークについて
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注 意 事 項

本資料に掲載されている計画・目標など将来に関する事項は、本資料発⾏時
において入手可能な情報に基づき、当社および当社グループが作成したもので
あり、リスクや不確実性を含んでおります。
従って、実際の業績等は記載されている目標等と異なる結果となる可能性が
あることをご承知おきください。


